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静岡大学附属図書館が向き合う問題点

• 入館者数の減少

Ｈ１５年度：５５万人

 
⇒

 
Ｈ２０年度:４４万人

• 電子媒体化の中の図書館のあり方：教育との関わりの中でどのよ

 うにかわっていくか.

• ２館体制（静岡・浜松）

• 人と予算：専門職のこれからのあり方.
• 教養部改組の事後処理:静岡館と浜松館の蔵書内容の偏り.

利用者アンケートから
（Ｈ２１年１２月～１月実施

 
回答者数１１２８人

 
回答率１０．８％）

• 教育と学習のための図書の不足

• 電子ジャーナルとデータベースの拡充

• 図書館周辺の安全性の確保

1
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運営の方針と実際

• 館長からのメッセージ

http://www.lib.shizuoka.ac.jp/koho/?kancho

・Learning Parkへ静岡館リニューアル！

静岡大学図書館の＜文化＞を作りませんか

・附属図書館本館の模様替え

・見えない図書館

・本を捨てる、１０年後を考えて

・カフェ、イン

 
ライブラリ

・ライブラリへぶらり

2
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運営：２館体制のもたらす負担増

• スタッフの構成

学術情報部長（学術情報部３チームを所掌）

図書館チーム

 
課長１名

静岡本館：副課長１名、常勤職員１１名、非常勤職員６名、派遣職員８名

浜松分館：副課長１名、常勤職員３名、

 
非常勤職員２名、派遣職員５名

• 静岡キャンパスと静岡本館（静岡館に名称変更予定）
学部学生数：５５００人、修士学生数：５５０人、博士学生数：６０人
教員数：４１６名、事務職員数：１９３名
蔵書冊数：９３万冊、施設面積：８０００㎡

• 浜松キャンパスと浜松分館（浜松館に名称変更予定）
学部学生数：３３００人、修士学生数：７５０人、博士学生数：１１０人
教員数：２７２名、事務職員数：１１９名

蔵書冊数：２５万冊、施設面積：２７００㎡
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学生の運営への参加

• 利用学生モニター

・利用学生モニター制度設置（Ｈ１３年度から）

・学生用図書選書ツアー開始（Ｈ１９年度から）

・他大学図書館見学（Ｈ２１年度）

・ＴＡの採用を検討（Ｈ２２年度）

• 学生アルバイト

・夜間開館窓口業務（浜松分館）

・蔵書点検業務

・図書館利用セミナー講師補助

4
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静岡大学附属図書館とは

• 蔵書冊数：１１８万冊（２３位）

• 受入冊数：１万２千冊（３７位）

• 受入洋書冊数：１６３４冊（５１位）

• 入館者数：４３万２千人（２８位）

• 学生貸出数：６万１千点（２４位）

• 文献複写提供件数：３８８３件（３７位）

• 図書貸借貸出冊数：１５１７冊（１１位）

（日本図書館協会2008年5月調査）

• 学外者入館者数：月平均１９１５人（Ｈ２１年度）

5
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経営上の問題：予算
• 図書館予算当初配分：１８７，８１６千円

・資料費：１１１，３７０千円

学生用図書費

 
２８，０４０千円

電子ジャーナル経費

 
６５，７９１千円

二次データベース経費

 
１７，５３９千円

・運営費：

 
７６，４４６千円

非常勤・派遣人件費

 
３５，７８９千円

光熱水費・通信費

 
１２，９９９千円

時間外開館業務委託費

 
６，２６９千円

 
ほか

• 外部資金ほか：２５，８５９千円
電子ジャーナル経費

 
４，２００千円

二次データベース経費

 
６，６００千円

リポジトリ経費

 
５，０００千円

 
ほか

6

電子資料費総額

９４，１３０千円
（外部資金を含む）

平成２１年度
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研究支援１：電子ジャーナル、デー
 

ターベース

•
 

電子ジャーナルの購読

•
 

データベースの契約
Ｈ20年度

 
８種

 
総額

 
17,495千円

（SciFinder 6,860千円 ～ LEX/DB 945千円）

パッケージ名 タイトル数 H20契約金額(千円） 1アクセス当

 り単価(円）

ScienceDirect １，９２２ ４６，０２０ ２９０

WileyInterScience １，１８７ １３，３６０ ５８８

SpringerLink １，２２９ ８，０００ ５００

Nature ２ １，０４０ １８４

Science １ ８３０ １８５

平成２０年度
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静岡大学として電子ジャーナルの
 高騰にどのように向かい合うか

• 購読誌、購読モデルの見直し:新モデルは地方国立大学に
 最も厳しい現実を突きつけてくるのではないか？

• 大学内の認識の共有：役員会、部局長へは学術情報基盤に
 関する経営方針の確認を求め、教員とは認識の共有をはか
 る（H22.2.17教育研究評議会にてキックオフ発言。目途H22.9
 月）

• 国立大学図書館協会の活動へのコミット：情報の集中、人材
 の不均衡が全国レベルではおこっている.

8
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リポジトリ登録件数の推移(分類別)

現員教員数に対する現職

 

教員登録率

考え方：リポジトリは生き物である
教員への呼びかけ：

初期：教授会等での概要説明
現在：・紀要等を静岡大学ジャーナルへ

・メールにて登録を個別に依頼
・登録者の要望への対応

・機能充実
コメント付与、著者リンク等
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教員の意見・要望を取り入れたオリジナル機能

著者による関連リンク

著者コメントの追加

ここからログインして、

10
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静岡大学学術リポジトリのシステム特徴

国立情報学研究所

附属図書館ホームページ

図書館情報システム
OPAC(所蔵情報)

WebcatPlus
(国内所蔵情報)

静岡大学学術リポジトリ

シラバス参考書

CiNii
(論文ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ)

JuNii+
(国内ﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘ)

研究者ﾘｿﾞﾙﾊﾞ
(研究者ﾘﾝｸ)

KAKEN
(科研費成果情報)

著者情報
科研費
報告書論文

掲載誌
情報

多様なナビゲーション機能

多様な情報源へ

11

http://www.lib.shizuoka.ac.jp/
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電子媒体による教育支援：電子ブック

• 大学院教育支援
・他大学との環境格差を縮める:たとえば理学系に置ける静岡大学の

 位置（２１０人入学、１００人強が修士進学、うち３分の１以上は旧
帝大へ）.

・大学院生を中心とした多くの学生の利用を支援

• 導入の経緯
・国内外の電子ブックに関する動向を調査
・数回にわたり教員の意見・希望を調査
・利用統計を分析し購入する分野に反映
・２００５年と２００９年に刊行されたものをＨ２１年度臨時的予算
（目的積立金） で購入、今後の購入は??

• 電子ブック利用支援システムを作成中
・出版社が提供する検索ツールでは不十分
・ＯＰＡＣでの検索を可能にし、検索しやすい環境を整備する

12
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教育支援１:図書館が担うリテラシー教育

•
 

職員による図書館利用セミナーＨ２１年度実績（Ｈ１３年度から）
・ベイシック編

 
新入生に対し授業の一コマを使い、図書館の使い方を指導

参加人数：１９９９名

 
実施回数：７８回

 
実施時間：１１７時間

実施期間： 約３ヶ月

 
各回３名で担当

・アドバンス編

 
希望者に対し文献検索の方法等についての解説と実習

参加人数：

 
６６１名

 
実施回数：４９回

 
実施時間：７３．５時間

実施期間： 約１ヶ月

 
各回２名で担当

•
 

今後の課題
・学生の活用度の把握が必要

セミナー終了後に学習に活かしているかどうかの調査が必要

・授業との連携が必要
リテラシー教育は図書館セミナーだけで完結するものではない
教員との連携によって、さらに発展的な支援が可能

・図書館職員の業務的負担
準備を含めスタッフ一人当たりの業務負担が大きい
他の図書館業務とのバランス
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教育支援２：窓口対応

• カウンタでの利用者支援
・出納業務（書庫から資料を取り出す）

 
４０件/日 ５分/件

・利用指導、参考調査*
 

１０件/日 ２０分/件
・文献、図書の取り寄せ

 
１５件/日 １０分/件

・紹介状の発行

 
１５件/月 １５分/件

・図書館利用票の発行、利用案内

 
３００件/年

 
１５分/件

＊参考調査は調査内容により、かかる時間が大きく異なる

• 利用者サービスの問題点
・書庫にある資料の利用方法
・研究室にある資料の利用方法
・私費による文献の取り寄せ（学生の費用負担）
・カウンター業務の質の保持

14



1515

教育支援３：Learning Park 構想

• 経緯
H20.9

 
館内スタッフによる検討会立ち上げ

H20.12
 

附属図書館委員会で報告
H20.12

 
学長、理事、事務局幹部職員に構想案を説明

H21.2
 

学生モニター会議で構想案を説明
H21.6

 
図書館リニューアル構想オープンの説明会で学生と
意見交換

H21.11
 

企画・調整会議、教育研究評議会で報告

• 改修の概要：別添チラシ参照

• これから：
・静岡大学の図書館スタイル（文化）を創る
・ＴＡの採用を検討
・学生モニター参加による形づくり

15
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ギャラリー開設：大学の中の図書館と
 

しての機能の模索
• 静岡大学附属図書館「ギャラリー」の開設

多彩な研究成果や活動を公開、新たな交流の場に！

・学内の教職員の研究や作品の紹介の場として

・大学院生や学部学生のグループ研究や作品づくり、サークル活動の紹介

 の場として

・学内公募と図書館企画の二本立てで

・ギャラリートークも開催

静岡大学の＜文化＞を図書館の中に作っていきたい！

16
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地域の中の大学図書館として

•
 

市民への図書館利用証発行
・Ｈ１５年４月

 
市民への館外貸出サービスを開始

・市民の生涯学習や調査研究を支援する大学図書館へ
Ｈ２０年度

 

利用証発行

 

３０１人

 

貸出件数

 

１，２２２件

•
 

県内公共図書館との連携
・Ｈ１８年６月

 
おうだんくん（静岡県横断検索システム）参加

・県内公共図書館とのネットワークが強化
Ｈ２０年度

 

利用件数 ２３０件 （受付 ６１件

 

；

 

依頼 １６９件）

・静岡県立中央図書館との搬送便
Ｈ２０年度

 

個人返却

 

２，１９９件

 

（図書 ２，１７９件

 

；

 

視聴覚資料 ２０件）

•
 

市民にも開放したセミナー
・ライブラリーセミナー
静岡の若手研究者の研究成果や地域にゆかりのある人々の文化活動を市民に紹介する

Ｈ２１年度

 

参加人数 ４５名

 

（定員３０名）

17
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喫緊の課題

• 人の不足；以上の活動を、たった１７人（２館合わ
 せて）の常勤図書館職員と十数人の非常勤（＋

 
派

 遣）でやっている！

• キャンパス間格差の解消；

浜松分館の増改築が必須（自前の費用でな
 ければいけないか？）.

• 学生用図書経費を授業料の１％に；

財政的余裕がない中で方策はあるか？

• 電子ジャーナル価格高騰への対応；

対応策とその合意形成へ.
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